
第38回報告会

緑政土木局河川計画課

上下水道局下水道計画課

環境局地域環境対策課

堀川・新堀川の水質浄化
に向けた各局の取り組み

令和8年3月28日



緑政土木局の施策
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納屋橋

尾頭橋

合流点

五条橋

巾下橋

新洲崎橋

護岸の整備後、河川整備にあわせたヘドロ除去を実施

堀川浄化施策 【河川整備に合わせたヘドロ除去】

～令和7年度末 整備進捗率（堀川全体）～
・護岸整備率：約80％ ・河川整備率：約52％

堀川

護岸整備完了（R7年度末）

【凡例】

河床掘削、ヘドロ除去完了

護岸整備予定

河床掘削、ヘドロ除去予定
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②木津根橋上流
0.01m3/s

①辻栄橋上流0.01m3/s ③清水わくわく水
0.0005m3/s

H20.3

④瀬古橋上流0.01m3/s ⑤猿投橋上流0.01m3/s

④

①②
⑤

⑥③

H25.3

H16.９ H17.11

H26.3

⑥志賀橋上流0.01m3/s

H27.3

⑧

⑦中土戸橋上流0.01m3/s

H28.3

⑦

⑧金城橋上流0.01m3/s

H30.3

⑨

⑨黒川1号橋上流
0.01m3/s

Ｒ２.3

⑩

１０か所の揚水量合計

0.083ｍ3／s

⑩旭橋上流0.002m3/s

Ｒ4.4

堀川浄化施策

【浅層地下水の活用】

〔メンテナンスの実施〕

井戸水の鉄分が、管やポンプに付着 ⇒ 揚水量が減少

管やポンプの洗浄、鉄分の除去を行い、良好な状態へ！

現在、⑤猿投橋上流、⑨黒川１号橋上流のメンテナンスを

実施中

メンテナンス前 メンテナンス後
水中ポンプ、
揚水管に
鉄分が付着
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堀川浄化施策 【浅層地下水の活用】

メンテナンスの様子 R7年度実施 ⑨黒川1号橋上流

引き上げ

清掃及び部品交換 性能試験

現場揚水試験

揚水量を正常に！！
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オイカワ
コサギ

カモ

植物の成長を促しながら、川が自らを浄化する力の向上

人工的に流れの速いところ、遅いところを作り、水の流れに変化をつける

多様な生物の生息環境の保全と創出

■堀川浄化施策 【瀬・淵の設置（堀川上流部）】

緩急のある流れ

単調な流れ

設置前 設置後

瀬淵付近に集まる水辺の生き物たち
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■堀川浄化施策 【瀬・淵の効果検証（堀川上流部）】

〇瀬・淵形成区間を代表して“夫婦橋下流”の効果を検証

・流速分布、植物相、付着藻類、生態調査を実施し効果を検証

・瀬・淵形成の有無による比較を行うため、辻栄橋上流（黒川友禅流しの会場の
ため瀬・淵形成なし）を比較区間に選定
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■堀川浄化施策 【瀬・淵の効果検証（堀川上流部）】
〇流速分布調査
対象区間と比較区間では流速に大きな差は見られなかった

形成区間の方が測点間の
ばらつきが大きく、緩急多
様な流速帯が存在すること
が確認できた
捨石や杭による瀬・淵形成
の効果だと考えられる

単位：m/s

捨石

杭

蛇籠

捨石
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■堀川浄化施策 【瀬・淵の効果検証（堀川上流部）】

〇植物相調査（夫婦橋での瀬・淵施工前後の比較）
整備前：右岸側の一部にマコモなどの水際植生が見られる

整備後：左岸側の捨石箇所に水際植生が見られる

整備前
（H24.03）
15.180km

整備後
（R08.01）
15.190km

整備の一環で配置した捨石上に水際植生が形成されている
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■堀川浄化施策 【瀬・淵の効果検証（堀川上流部）】

瀬・淵の形成によって流速の変化に応じ、付着藻類の分布に変化
が見られた。

〇付着藻類調査（夫婦橋⇔辻栄橋の比較）
比較的流れの速い環境に生息する付着藻類（Homoeothrix janthina）の割合に着目

・ 夫婦橋（比較的流れの速い区間) ・・・27.8%

・ 辻栄橋（比較的流れの緩やかな区間）・・・ 6.4%

〇生態調査（夫婦橋での瀬・淵施工前後の比較）
瀬・淵の整備により

・ 底泥や水際植生を利用する種（例：イトトンボ科）の微増傾向を確認

・ 流れのある砂礫底を利用する種（例：コカゲロウ科）の微増傾向を確認

・ 流れに変化がつき、ワンドのようなものが形成され、ワンドで越冬する幼魚を確認

するなど稚魚・幼魚の生育環境として機能

瀬・淵の形成によって繁殖・成育環境が変化し、これらに応答した
魚類・底生生物が定着していると考えられる。
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■堀川浄化施策 【瀬・淵の効果検証（堀川上流部）】

まとめ
瀬・淵の整備により流速の緩急やワンドのような緩流・止水環境が形成され、

その水際を中心に水際植生が成立することで、それらを利用する魚類や底生生物
の定着がみられるなど、一定の効果が確認された。

捨石による
水際植生の形成

ワンドにおける魚類の
生育環境の形成

瀬・淵の形成による
流速の緩急

流速の緩急による
付着藻類の差異
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■堀川浄化施策
【堀川上流部（北区） における除草・清掃・ヨシ（葦）の刈取り】

〔Ｒ７年度除草等の実施状況〕
（夏前）6～7月 護岸除草、道路沿いの除草
（夏季）9月 道路沿いの除草
（秋季）10～12月 護岸除草、道路沿いの除草、ヨシ刈取り

志賀橋～
木津根橋間
（完了）

志賀橋～
木津根橋間
（作業状況）

城北橋
（完了）
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ごみキャッチャー

（城北橋付近）

設置場所

清港会による清掃

■堀川浄化施策 【浮遊ごみの回収】
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■堀川浄化施策 【浮遊ごみの回収】

単位：t（トン）
浮遊ごみ回収量の推移

(※1月末まで)
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■堀川浄化施策 【浮遊ごみの回収】

現状…フェンスで捕集したごみの再遡上が発生
晴天時：上げ潮時

・浮遊ゴミの移動範囲を減らして、
滞留時間を減らし、回収効率を
上げる。

浮遊ゴミの挙動から、右岸側で、
Ｒ８年度に遡上対策を実施予定

対策…上流側にフェンスを設置し再遡上防止を図る

再遡上防止策イメージ

新設オイルフェンス

既設オイルフェンス

城
北
橋

晴天時：下げ潮時
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流路の改善へ

河床の整正、覆砂等により、スムーズな流れと良好な景観の実現へ

【北清水親水広場付近の環境改善】堀川浄化施策
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【北清水親水広場付近の環境改善】堀川浄化施策

流路改善方法の検討（第37回調査隊会議報告事項）

〇対策の検討 （巾下橋～桜橋の覆砂の事例を参考に）

〇現地測量の結果
・右岸側を中心に水が流れている
・川底が凸凹している

 流路改善方法
・川底の凸凹をならし、スムーズな流れとする
・覆砂による流路幅の調整

 覆砂の形状・位置
・常時・洪水時の水の流れを妨げない形状
・覆砂が流出しづらい形状
・浮遊ゴミが覆砂の上にとどまった場合の回収効率
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【北清水親水広場付近の環境改善】堀川浄化施策

①河床の整正

②左岸側への覆砂により、流路幅をせばめスムーズな流れにする

覆砂位置・工事前後の河床のイメージ

左岸 右岸

流路改善方法
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作業状況

①河床の整正

【北清水親水広場付近の環境改善】堀川浄化施策
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作業状況

②左岸側への覆砂により、流路幅をせばめスムーズな流れにする

【北清水親水広場付近の環境改善】堀川浄化施策
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【北清水親水広場付近の環境改善】

工事前
2025年2月28日
名古屋港潮位
14時 -51cm

堀川
北清水橋
下流向き

工事後
2026年3月2日
名古屋港潮位
14時 -54cm

堀川浄化施策

東田幡橋

東田幡橋
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【北清水親水広場付近の環境改善】

工事前
2025年2月28日
名古屋港潮位
14時 -51cm

堀川
北清水橋

～東田幡橋間

工事後
2026年3月2日
名古屋港潮位
14時 -54cm

堀川浄化施策
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【北清水親水広場付近の環境改善】

工事前
2025年2月28日
名古屋港潮位
14時 -51cm

堀川
東田幡橋
下流向き

工事後
2026年3月2日
名古屋港潮位
14時 -54cm

堀川浄化施策
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流路の改善へ

今後、流速の変化やゴミ等の流下への影響などの検証を実施

【北清水親水広場付近の環境改善】堀川浄化施策
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新堀川浄化施策

新堀川

〈平成29～30年度〉
上流部及び下流部においてヘドロ除去

〈昭和52年〉
河川整備 着手

〈平成20年度〉
河川整備 概成

浚渫実施状況

〈令和8年度〉
堆積状況に応じてヘドロ除去を実施予定
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新堀川浄化施策 【沿川企業との勉強会】

第37回調査隊会議市民報告

令和８年度
新堀川の水質浄化に向けた沿川企業との勉強会を検討中

汚れが少ない水が大量に新堀川へ流出

「公共用地や企業用地から、
雨水だけを新堀川へ直接流し、
浄化用水として活用できないか」

参加者（案）
沿川企業（代表企業1社）、名古屋市（環境局、上下水道局、
緑政土木局）、市民（堀川1000人調査隊） 26



上下水道局の施策
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■堀川・新堀川浄化の主な取り組み









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■堀川浄化の取り組み
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■新堀川浄化の取り組み
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

■簡易処理高度化施設の整備


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■堀川左岸雨水滞水池 流入管の整備
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■雨水滞水池の仕組み
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

■新堀川沿いの雨水滞水池の整備
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


■雨水スクリーンの目幅縮小

40mm

25mm
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■その他の取り組み





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■その他の取り組み



 
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

対象エリア

■その他の取り組み


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■堀川・新堀川の

浄化の取り組み
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環境局の施策
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■ 令和７年度 新堀川における地下水利用

新

堀

川

舞鶴橋

記念橋

富士見橋

法螺貝橋

堀

川

舞鶴橋環境井戸広場（舞鶴橋上流左岸）

記念橋環境井戸（記念橋下流右岸）

富士見橋環境井戸（富士見橋上流右岸）

法螺貝橋環境井戸（法螺貝橋上流左岸）

41



■ 令和７年度 新堀川における地下水利用
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■ 令和７年度 新堀川における地下水利用
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ご清聴ありがとうございました


